


















のであることが示された。しかし，4 〜 5 歳の幼
児においてイメージの操作が可能であるという発
見は，運動イメージ（kinetic imagery）が具体







反映していると言われ（Cooper & Shepard,1973, 










方略が報告されてきた（Foulkes & Hollif ield, 
1989; Kerr, Coritt, & Jurkovic,1980; Quaiser-











3 歳から 5 歳児を対象に異同判断課題でメンタルローテーターを抽出し（Estes,1989），異同を特別なカーソルを用
いて探索させた。そしてミリ秒でカーソルの動きを記録しその動きを探索に要する活動性と捉えた。回転変換以外の
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参加幼児：千葉県の保育園に通う 3 歳児 24 名
（平均 48.2 ヶ月），4 歳児 18 名（平均 60.9 ヶ月），
5 歳児 17 名（平均 71.6 ヶ月）。
実験日時・場所：2013 年 10 月　保育園の一室
で個別に実施した。
装置： 解 像 度 1440 × 900 の デ ィ ス プ レ ー
（21.5inch）に刺激対を提示。画面までの距離は
約 35 ㎝。PC の OS は windows7。HSP 言語で















































で実施したが，条件 1 と 2 の施行順序は 4 歳と 5
歳児群でランダムに振り分けた。練習では正像・
鏡像×5角度×1試行の10試行，本実験では正像・
鏡像× 5 角度× 2 試行× 2 条件の 40 試行を行っ







歳児 3 名，4 歳児 4 名，5 歳児 7 名の計 14 名，
条件 2 では 4 歳児 2 名，5 歳児 7 名の計 9 名であ
った。秒単位で各年齢での一次関数を求めた。条
件 1 の 3 歳児の一次関数は y ＝ .066x+21.207 で
あった。4 歳児は y=.103x+16.650，5 歳児では
y=.134x+4.821 であった。条件 2 では 4 歳児の一
次関数は y ＝.131x+7.860 であった。5 歳児では









Figure 1 Upright image of stimuli used at condition 1 and 2
 



















で 6.604sec 経過後に g=24.738 の値を示した急激
なカーソルの動き等）の為に，同一の縦横比のグ
ラフとはなっていない。一次関数の傾きは 0.25
で y 切片は 4.014sec であった。Figure 2-1 は 0
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Figure 2-2 Acceleration variation at 4  degree 
Figure 2-1 Acceleration variation at 0 degree
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Figur  2-5 Accele ation v riation at 180 degree 
Figure 2-3 Acceleration variation at 90 degree
re 2-5 Acceleration variation  180 deg ee
Figure 2-4 Acceleration variation at 135 degree
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と推測できる。135 度（Figure 2-4）では，y 切
片までの間に加速度値は得られなかった，つまり
y 切片の値まで動くことは無く，ひき続くピーク


















また 3 歳児において単純主効果（F（4,44）=5.636, 
p<.01）が得られたので，Ryan 法による多重比
較を行ったところ，45 度では特に差は認められ
なかったが，90 度では 3 歳と 5 歳，3 歳と 4 歳
の間で有意差が認められ（p<.05），3 歳では 0 度
と 90 度，90 度と 180 度の間で有意差が認められ
た（p<.05）。Figure 3 を見ると明らかなように，
年齢とともに平均加速度は下降し，3 歳では 0 度


















は 3 歳と 4 歳及び 3 歳と 5 歳との間で有意差


















































Figure 3  Angular difference of mean acceleration by y-


























   
 
Orientation 
Figure 4 Angular difference of mean acceleration through 




Figure 3  Angular diﬀerence of mean acceleration by y-
intercept at condition 1
Figure 4 Angular diﬀerence of mean acceleration through 







45 度や 90 度を見る限り，年齢とともに視覚イメ
ージ化しやすくなってきたと言えよう。
また 3 歳では 90 度での活動性が最も盛んであ





















刺激の上下に関係なく 0 度や 180 度といった垂直
の場合は，準備的なプロセスにおける活動性が低
下する傾向が示されたことになるのだろう。しか
し 90 度への固執は 3 歳という年齢に特異的な現
れなのかもしれない。尚，条件 2 の分散分析では
有意差は得られなかった。条件 2 で年齢差や角度
差が現れなかったのは，4,5 歳児と 3 歳児との比
較ができなかったことが原因ではないかと考えら






















る と い っ た 特 徴 分 析 的 な 方 略（Foulkes & 
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Three to five years old children were conducted to extract mental rotator （Estes, 1989）, and were 
asked to search the differences with the particular cursor-pointer. The movements of the pointer on the 
display were recorded in millisecond, and were defined as activities for searching differences. The 
activities were compared during the time of y-intercept of linear function, which was presumed encoding, 
comparison, and so on, and with the time it took to reaching the final decision. Both time zone showed the 
activities decreasing with age and the three-year-old showed anisotropy.
It is possibly that the time zone during the y-interception represents the full range of task activities in 
young children.
